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所 調 「 イ ヌ ツ ゲ ノ チ タフ ク 尺 典 」 に 癌 い て 
中 村 正 直 


Notes on the “swell inch-worm on /7e crenata THUNB.” 
which was recorded by Dr. T. SAsAkr (1899) 


By MASANAO NAKAMURA 


逆 佐々 木 恵 次 郎 博士 の 好 著 「 日 本 樹木 害 超 等 」 (1859) は 信 門 性 と 高い 記録 と し て 今日 で $ 価 軍 要 な 文献 の 一 
と され て いる が か, 何 分 に も か な り に 古い も の で ある の で 基 の 中 に は 章 名 の 謀 認 惑 は 不明 な 種類 も 少く な く , 今日 
に 至る る 共 の 正忠 の 八 然 と し な いも の も ある . 中 万 に 記す イヌ ッ ゲ ノラ ヲタ フク シャ クト リス シ 」 ゃ も それ ら の 中 
の 一 で あり , 幼 直 が 基 だ 奇異 な 愉 好 を し て いる に も 拘ら ず こ れ に よ る 被害 が 微 な 含 か 基 の 後 再 柏 討 され た こと 
を 開か な い - 

私 は 4, 5 年 前 , 東京 附近 の 各 鹿 に 於 て イヌ ッ ゲ より 佐々 木 博士 の 記載 に 極め て よく 一 致す る 一 種 の 尺 典 を 多 敦 
見 出し , 以 容 毎年 飼育 を 行 つ て 挫 た . この 幼 庄 より 備 化 し た 峨 は 農業 技術 研究 所 の 河田 生 博 士 に よ つ て yzc7o- 
bapta flaviceps BOTLER マエ キオ エダ シャ クタ (日 本 昆 旨 財 負 (1950)。 f. 1788) と 同定 され , こ ト に 佐 ネ 木 境 士 
に より Nemoria sp? イヌ ツゲ ノ ヲ タフ クシ ャ クト リガ と され た も の ヽ ゝ 本 器 が 50 年 振り に 掴め る こと ょ な つた の 
で ある . 


「 日 本 彫 木炭 趣 息 」 中 の 記載 (p. 144-146) は 次 の 如く で ある ・ 

ヶ 幼 直 へ 五 月 ヨ 9 リ 出現 シ 「 イ ヌ ッ ゲ 」| = 棲息 シ 其 新芽 嫌 葉 等 ヲ 食 トシ 六 月 上 旬 ョ リ 老 歌 シ 般 校 ヲ 偉 へ 降 リ テ 土 
中 = 入り 上 ト ナリ 六 月 中 旬 化 シ テ 虹 ト ナリ 葉 枝 等 = 産卵 ス 此 罪 子 へ 同月 下旬 = 嗜 化 シ 幼 時 トナ リ 再 ど 胡 葉 ラ 食 ト 
シ 七 月 下旬 老 シ 土 中 = 入り テ 疲 トナ リ 多 日 ヲ 経過 シ 夫 年 ノ 四 一 月 = 至り 化 シテ 賊 トナ ルナ リ 妙 此 ノ 枝 某 = 停 マ 
ル 者 へ 時 々 締 旨 ヲ 吐 キ 之 ョ リ 華 下 スル ノ 特 性 アリ . ーー 
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幼 吉 ノ 老 宮 セ ル 者 へ 長 サ 入 分 一 理 * アリ 突 和 角 へ 彫 簡 形 ラナ シ 頭 部 ^ 小 形 = シテ 次 白 ラ 時 シ 旦 黒色 ノ 小 誤 絞 ラ 存 
ジ タ リ 第 三 及 ど 第 四 ノ 駐 節 へ 著 ク 輝 起 シテ 大 白色 ヲ 星 シ 釧 丹 節 ノ 背 腹 診 面 ^ 暗 大 色 握 門 上 線 へ 柱 色 気 門 線 へ 出 大 
色 = シテ 各 背 線 = ハニ 圭 2 黒 咽 無 門 上 線 = ハー 個 気 門下 線 = ハム 二 個 ノ 暴 因 ラ 存 ジ 且 第 四 , 第 入 及 ど 第 九 ノ 般 節 フ 
骸 面 = ハ 一 個 ノ 大 形 ノ 黒 斑 ヲ 存 ジ タ リ ./ 


本 種 の 肖 生 は 上 記 の 如く 年 2 回 で あり , 初春 の ふ ゃ の は 4 月 中 旬 , 同じ く イ ヌ ッ ゲ を 喰う Nothomiza 0 た の 5 の 
Burrgk マエ キト ビエ ダシ ャ クタ の 出現 に 少し く 先 ん じ て 融 生 す る . 私 の 机 察 で は 2 化 期 の も ゃ の は 5 月 中 旬 よ り 眠 
化し 基 の 牧 化 は 6 月 上 旬 よ り 始 まる . 

本 種 の 幼 講 は か な り 特 徴 的 な る の で あり 又 近 く 河 田 博士 に 依り 「 日 本 幼 強 園 鑑 」 中 に 収 銚 さ れる と $ 開 いて い 
る の で 此 雇 に は 草 に 釧 賃 を 掲げ る に 止め , 前 記 佐 々 木 博士 の 記さ れ な か た 因 の 形態 に 就 い て 記載 し て お こう 5 と 
思う ・ 


外 の 記 載 

鈍 頭 編 無 形 . 少し く 光 澤 を 有 し , 全面 に 甚だ 微小 な 第 2 区 刺 毛 を 密 布 する . 頭 部 , 口 器 , 胸部 , 次 及び 脚 に は 
小 舌 を 有 し , 可動 闘 箇 を 除く 腹部 に は 多く の 中 刻 を 吉 布 する . 頭頂 - 前 頭 接線 は 育 在 し な い . 魚 角 の 基部 か ら 幕 
状 党 の 多 入 毅 を 経て 頭 備 基 部 に 玉 る 線 は 欠 角 の 基部 附近 で は 大 腔 で ある 
か, 他 の 部 分 に 於 いて は 凹ん で いる に 過ぎ な い . 浦 眼 部 と 第 眼 部 の 境 は 
不明 腰 . 鯛 角 は 細く その 先端 は 下 頂 に 達し , 殆 ん ど 下 題 と 同位 置 に 終 
る . 下 辱 は 小さ く , 下 題 , 上 麻 及 び 小 片 に 挟ま れ て 略 五角 形 を 時 する . 
小 兵 は 不明 朋 な が ら わ つづ か に これ を 民 別 する こと を 得る . 前 頭 に は 1 詩 
の 弟 毛 を 生ずる .・ 前 脚 は 閉 需 に 到 る 迄 の 距離 の 23 より 少し く 長 く , その 服 
節 を 下 題 と の 間 に 僅 に 細く 現す . 中 脚 は 膨 項 より 僅か 手前 に 終り , 後肢 
は 下 肌 の 下方 に 敢 く 僅か 現れ る か 父 は 全く 露出 し な い . 後 丈 は 前 有 地 の 示 
綴 に 活 つ て 細く 現れ る が 第 4 腹 世 上 綴 に 於 て 郁 到 下 に 散れ る . 腹部 の 第 
1 次 刺 毛 ほす べ て 小さ い pits より 生じ て いる が , 第 5 及び 第 6 腸 節 気 
門下 邊 毛 の み は 黒 色 の 小さ い chalaza より 生ずる . 第 5 腹 節 の spira- 
cular furrow は 存 作 しない. 第 8 腹 節 に 襲 5 気 門 は 表 人 北 し て いる . 第 9, 
10 肥 節 間 に ある 葵 堂 は 深く 4 朋 の 肌 目 を 有 し 漠 区 に は 多 数 の 短小 な 和 
毛 を 生じ て いる . 尾 突起 は 比較 的 小さ く 先 端 に は 4 有 土 の 釣 を 有する もこ 
の 中 の 1 将 は 他 の も の に 較べ 長大 で あぁ る. 突 長 16mm 了 内外 , 夏 幅 3 mm 
内 外 , 色彩 は 喘 裕 色 , 導 化 直後 に 欠い て に 鮮 線 色 を 時 する ・ 








この 小 女 を 和信 す に 常 9 易 の 同定 を た まわ つた 河田 血 練 士 , 種々 御 教 示 
に 興 つ た 政 三 夫 信 治 先生 , 井上 寛 氏 , 寛 賃 撮 影 の 努 を と られ た 福原 義夫 
氏 に 厚く 復 護 申し 上 げ る . ' 


Résumé 
fn present paper, I recorded my bresding result that the so-called “Swell inch-worm on Ilex cren- 
ata THUMB.'”’” which had been described and misplaced in Nemoria by late Dr. Tadajiro Sasaki in his 
“Insects Injurious to Japaness Trees” (1899) was the larva of Rhynchobagpta flaviceps BorrER,。 and 


gived a full description on its pupal characters. 





*。 約 25mm 
** dorsal furrow (MosirsR, 1916) 
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